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［点鐘］［国歌斉唱］ 

［ロータリーソング］R-O-T-A-R-Y 

【記念品贈呈】 

［誕生記念品贈呈］ 

 内田修友会員（3 日） 

 今村正人会員（14 日） 

 宮田一男会員（15 日） 

 日高淳一会員（20 日） 

［出席 100％記念品贈呈］ 

 日高文治会員（RC 歴 12 年） 

【ガバナーより委嘱状】 

 玉利佳久会員（インターアクト委員会委員） 

 萩原隆志会員（国際奉仕委員会副委員長） 

 

【会長挨拶】 

かつての出席劣等生の新米会長を改めてよろしくお願

い致します。 

私の方針は、『★楽しもう、ロータリー活動を ★友達

になろう、ロータリアンと ★生涯を全うしよう、ロータ

リーで』ですので、肩の張らない雰囲気作りを保ちながら、

諸々の課題に取り組んでいきたいと思っています。 

その意味で、会長挨拶も必ずしも毎回する必要があるの

か、あるいはするにしてもロータリーの哲学に毎回拘束さ

れなくてもいいのではないかという気が、正直なところし

ております。 

そこで、最初の 2～3ヶ月の例会挨拶は、自分の人生を

振り返りながら、出来事を紹介したり、奉仕活動との接点

があったのかどうかを考えてみたいと思います。 

私は、昭和 30年に川内の山奥で生まれました。日本昔

ばなしの舞台みたいなのどかな所です。父が学校の教職を

していた関係で、私は転校を繰り返しました。小学校 3つ、

中学校 2つの合計 5つです。私の人間形成の原点の 1つは、

良くも悪くもこの転校を繰り返していた事にあります。転 

校で虐めにあったことはなく、全ての学校で仲良く受け入 

れられたことは有り難いことであると感謝しています。 

また、それぞれ山あり、川あり、島あり、海ありで多様

な生活を経験できたことも有意義でした。 

さらに、大半がいわゆる郡部と言いましょうか、農漁村

的なところが多かったですので、貧富の差を目の当たりに

していました。離島の学校にいた頃は、高校に行くのはご

くわずかの人数というくらい貧しい人たちが多かったよ

うに思いますし、私が卒業した川内の農村地帯の中学も、

まだまだ就職をする友達が多くいました。 

 詳しいことは、次回以降に譲りますが、世の中には色

んな人達が生活をしているんだというのを肌で感じるこ

とができました。 

ロータリーの奉仕の精神については、色々な解釈がある

でしょうが、どういう奉仕活動をするにしても、子供の頃

に感じた、世の中には貧富や考え方について様々な人達が

いるんだということを、まずは認識しなければならないと

いうのが私の人間形成の原点という事が、今日の挨拶の結

論です。 

ご清聴、ありがとうございました。 

 

【会務報告】 

①委員会構成表、クラブ行事予定表をお配りしています。 

②押川ガバナー事務所より、ロータリーポスターが届きま

した。お一人 2枚ずつお配りします。 

③本日、18：30より「和食茶屋 風」で新旧理事役員委員

長副委員長交歓会を開催します。会費を集めますのでよ

ろしくお願いします。 

④2017年度上期会費のお願いを送っていますのでよろし

くお願いします。 

⑤ロータリーの友 6月号、大重ガバナー月信最終号、押川

ガバナー月信 7月号もお配りしています。 

⑥第 14 回ロータリー韓日親善会議が 9/23（土）韓国で開

催されます。ロータリーの友 6 月号の 41 ページに詳し

い内容が載っています。参加希望の方は事務局までお知

らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 7月 5日 第 2851回例会 

名札ボックスに、年間目標寄付

額、ロータリー財団（150＄）

米山奨学会（15,000 円）の青

い袋を入れています。 

お持ち帰りなさらないようお

願いします！ 


